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　事業所編

『 郵　便 』

１　国内郵便・宅配便の利用状況(調査前１か月間)

　　調査前１か月間に国内郵便を利用(差出)した事業所の割合は、封書91.8％、はがき60.0％、
　小包23.2％及び宅配便59.6％。封書、はがきともに１～19通差し出した事業所が多い。小包
　と宅配便は利用しなかった(0個)事業所が多く、利用個数は小包が２～３個、宅配便は10～2
　9個が最も多い。



　事業所編

『 郵　便 』

２　海外との情報や小荷物のやり取り状況

    海外との情報や小荷物のやり取りを行っている事業所の割合は12.4％であった。産業別で
　は、製造業が19.9%と最も高い。



　事業所編

『 郵　便 』

３　国際通信サービスの利用状況

    海外との情報や小荷物のやり取りに利用した国際通信サービスは、国際電話10.1％と最も
　高く、次いで国際郵便7.4％、国際ＦＡＸ6.1％と続いており、インターネットは0.9％であっ
　た。また、海外の相手先へ「送る」場合と海外の相手先から「受ける」場合の国際通信サ ー
　ビスの利用状況はほぼ同様の結果となっている。



　事業所編

『 郵　便 』

４　ダイレクトメールの利用(発送)状況

　　ダイレクトメールを利用している事業所(利用率)は13.3％で、平成７年の前回調査(15.0 
　％)と比較して1.7ポイント減少した。しかしながら、今後利用したいと考える事業所は8.8 
　％で前回調査(7.2％)より、1.6ポイント増加している。
    利用率の高い上位５つの産業について、平成６年調査からの推移をみると、金融業、不動
　産業及び電気・ガス・熱供給・水道業では２年連続して増加している。



　事業所編

『 郵　便 』

５　ダイレクトメールの年間発送回数、発送通数

    ダイレクトメール利用事業所の平成７年度の年間発送回数は、１～４回の事業所が最も多
　く、５～９回が続いている。１事業所当たりの平均発送回数は10.2回であった。
    １回当たりの発送通数は、200～499通が最も多く、１～19通、1,000～4,999通が続いてい
　る。１事業所当たりの平均発送通数は1,915通で、平均年間総発送通数は16,795通であった。



　事業所編

『 郵　便 』

６　ダイレクトメールに占めるはがきと封書の割合

    ダイレクトメール利用事業所が、平成７年度に発送したダイレクトメールの総数に占める
　はがきと封書の割合は、すべてはがきとした事業所が多く39.7%となっている。



　事業所編

『 郵　便 』

７　ダイレクトメール発送数の増減状況

    ダイレクトメール利用事業所において、平成８年度の年間発送数(予定)を平成７年度と比
　較すると、変わらないが58.9％、増やしているが30.9％。前回調査から増やしている事業所
　が増加しているのが目立つ。



　事業所編

『 情報通信 』

《 情報通信関連機器 》

１　情報通信関連機器の保有状況

    主な情報通信関連機器の保有率は、携帯電話55.7％、ＰＨＳ(簡易型携帯電話)10.7％、自
　動車電話8.9%、無線呼出し(ポケベル)42.8％、ファクシミリ93.2％、ワープロ71.9％、パソ
　コン62.2％及び携帯情報端末4.3％であった。

    平成７年の前回調査から、携帯電話(前回調査は41.0％)は14.7ポイント、ＰＨＳ(同1.6％)
　は9.1ポイント、ファクシミリ(同88.2％)は5ポイント及びパソコン(同56.4％)は5.8ポイント、
　それぞれ増加している。
    １事業所当たりの平均保有台(個)数は、携帯電話1.6台、ＰＨＳ0.3台、自動車電話0.2台、
　無線呼出し2.4台、ファクシミリ1.5台、ワープロ2.2台、パソコン3.6台及び携帯情報端末  
　0.2台となっている。



　事業所編

『 情報通信 』

《 情報通信関連機器 》

２　携帯電話などの保有率(事業所 属性別)

　　携帯電話、自動車電話、ＰＨＳ及び無線呼出しの保有率を事業所属性別にみると、携帯電
　話は建設業(89.5％)、ＰＨＳは不動産業(15.7％)、自動車電話及び無線呼出しは電気・ガス
　・熱供給・水道業(22.6％と80.3％)が産業間で最も保有率が高くなっている。一方、これら
　の機器の保有率が最も低いのは公務。
    携帯電話、自動車電話及び無線呼出しは、従業者規模に比例して高くなっているが、ＰＨ
　Ｓは従業者規模による差はあまりみられない。



　事業所編

『 情報通信 』

《 情報通信関連機器 》

３　ファクシミリなどの保有率(事業所 属性別)

　　ファクシミリ、ワープロ、パソコン及び携帯情報端末の保有率を事業所属性別にみる と、
　ファクシミリは金融業(100.0％)、ワープロは建設業(88.0％)、パソコンは電気・ガス・熱供
　給・水道業(94.1％)、携帯情報端末は保険業(16.6％)が産業間で最も保有率が高くなって い
　る。一方、ファクシミリ、ワープロ及びパソコンの保有率が最も低いのは飲食店、携帯情報
　端末は公務。
    また、これらの機器の保有率は、従業者規模に比例して高くなっており、パソコンの保有
　率は100人以上の事業所では９割(93.2％)を超えている。



　事業所編

『 郵　便 』

『 情報通信 』

《 情報通信関連機器 》

４　携帯情報端末の通信端末としての利用状況

    携帯情報端末を利用している事業所のうち、データ伝送や電子メールなどの通信端末とし
　て利用している事業所は46.1％であり、そのうちすべての端末を通信端末としているのは20.
   5％であり、また、一部の端末での利用は25.6％であった。



　事業所編

『 情報通信 』

《 パソコン通信 》

１　パソコン通信の利用状況

    事業所におけるパソコン通信の利用率は10.4％であった。平成７年の前回調査と比較する
　と、0.9ポイント減少したが、今後利用したいと考える事業所(具体的に利用の予定があると
　利用の要望がある事業所の割合の合計)は28.9％であり、既に利用している事業所と合わせる
　と、39.3％の事業所で今後の利用が期待される。



　事業所編

『 情報通信 』

《 パソコン通信 》

２　パソコン通信ネットに接続しているパソコンなどの台数

    パソコン通信を利用している事業所のうち、パソコン通信ネットに接続しているパソコン
　などの台数は、１台の事業所が半数を占め、次いで２台、３～４台と続いている。パソコン
　通信に接続しているパソコンなどの平均台数は5.1台で、平均使用者数は12.7人であった。



　事業所編

『 情報通信 』

《 パソコン通信 》

３　パソコン通信の利用頻度

    パソコン通信利用事業所のうち、ほぼ毎日利用している事業所は45.5％。



　事業所編

『 情報通信 』

《 パソコン通信 》

４　パソコン通信の用途

  　パソコン通信の用途は、既に利用している事業所では、「ビジネス情報の入手」が43.3％
　と最も高く、「社内の人とのメールの送受信」と「社外の人とのメールの送受信」がほぼ同
　率で続いており、「インターネットへの接続」が31.2％であった。また、今後パソコン通信
　を利用したいと考える事業所では、「インターネットへの接続」が28.7％と最も高く、「ビ
　ジネス情報の入手」(23.7％)及び「社外の人とのメールの送受信」(21.1％)となっている。



　事業所編

『 情報通信 』

《 インターネットの利用状況 》

    事業所のインターネットの利用率は5.8％であった。なお、従業者数100人以上の事業所で
　は20.1％となっており、従業者規模の大きい事業所ほど普及が進んでいる。
　　また、利用していないが具体的に利用の予定がある事業所は5.2％で、既に利用している事
　業所と合わせると11.0％の事業所で利用が見込まれる。



　事業所編

『 情報通信 』

《 通信手段の選択 》

１　情報伝達を伴う業務の実施状況

　　取引先や顧客(公務の場合は住民など)との間の情報伝達を伴ういくつかの業務を例示し、
　その業務を行っているかどうかを尋ねた。その結果は、「請求や利用明細の通知」60.3％、
　「申込みや届出の受付」35.4％、「商品、催物の照会、宣伝」32.3％が高く、事業所から取
　引先などに情報を提供する業務が高い。



　事業所編

『 情報通信 』

《 通信手段の選択 》

２　情報伝達業務の通信手段の選択状況

    それぞれの業務の通信手段は、すべての業務で郵便が５割を超えている。「申込みや届出
　の受付」ではＦＡＸが54.3％と郵便より高く、電話の率も49.5％と高い。



　事業所編

『 情報通信 』

《 事業所における利用料金 》

１　国内郵便料金の支払額(調査前１か月間)

　　支払額の分布をみると、１万円～５万円未満が28.2％と最も多く、１千円～５千円未満が
　23.8％と続いている。１事業所当たりの平均支払額は55.8千円。



　事業所編

『 情報通信 』

《 事業所における利用料金 》

２　国内宅配便料金の支払額(調査前１か月間)

　　支払額の分布をみると、0円を除き、１万円～５万円未満が17.8％と最も多く、１千円～５
　千円未満が12.9％と続いている。１事業所当たりの平均支払額は27.6千円。



　事業所編

『 情報通信 』

《 事業所における利用料金 》

３　国内加入電話料金の支払額(調査前１か月間)

　　支払額の分布をみると、１万円～５万円未満が44.1％と最も多く、10万円以上が20.9％と
  続いている。１事業所当たりの平均支払額は89.3千円。



　事業所編

『 情報通信 』

《 事業所における利用料金 》

４　国内移動電話料金の支払額(調査前１か月間)

　　支払額の分布をみると、0円を除き、１万円～５万円未満が29.7％と最も多く、５千円～１
　万円未満が10.2%と続いている。１事業所当たりの平均支払額は22.4千円。



　事業所編

『 情報通信 』

《 事業所における利用料金 》

５　無線呼出し料金の支払額(調査前１か月間)

　　支払額の分布をみると、0円を除き、１万円～５万円未満が14.2％と最も多く、１千円～５
　千円未満が12.8％と続いている。１事業所当たりの平均支払額は6.2千円。



　事業所編

『 情報通信 』

《 事業所における利用料金 》

６　国際通信サービスの料金支払額(調査前１か月間)

　 　調査前１か月間に国際通信サービスの利用料金を支払った事業所の割合は、国際郵便が 
   4.9％、国際宅配便は2.1％及び国際電話2.1％。それぞれの料金の１事業所当たりの平均支
   払額は国際郵便及び国際宅配便は１千円、国際電話は5.8千円であった。
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(2) 貴事業所では、昨年度(平成� 7年度=平成� 7年� 4月~平成� B年� 3月)i年聞に、� DMを何回送りましたか。また、� 1@]平� 

lm耐りま山o 引間百人町さい~ --， 

「一一一一一一 1" 一一一一一一一ーヴー→一←一一一?一一一一十一自� 

(しとこt-]」一」LJ 」� 221ι ，ームL-」己」
 
(3) 	 主事業NiiJ;昨年度� 1:年間i斗送った� DM辺、封書が多いですか、� l孟がきが幸いですかの該当する話号[こO印を付(j亡下き� 

r--一一一一一町一一一一一一一一一一一一一一一一世一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一=一一寸

5 i	封書とばがきが同じくらい� 3. すべて封書� すべてはがき� 

2 封7与の方か多い� 4 はがきの方が多い 白

ムー

(ヰ) 貴事業所では、今年度(平成 B年度=平成 E年4月~平成 B年3月)� i年間の� DMの通数(予定で結構です。)は、昨年度


と比援しc!雪やしておられますか、減らしておられますかc 該当する番号!こOEPを付けて下さ� L、c


増やしてし，;:;，� 2 変わらない� 3 減らしている「



同3 「情報通信関j逗機器の保有状況」についてお尋ねします。� 

ぷた、保有'¥を付けてくださ~O~IJ示有されていますか。それぞれ該当する番号にi去の様誌をCD~貴卒業所では、次め 0

きれでいる場合位、何台(何伺)保有し、それを何人で使用さナ1，ていますか。それぞれ数字で記入しでくださいっ

なお、レンタ� Jレ。ソースの場合も1"1呆有している� lに該当します。

①携帯電話

1 附している�  : 「イ壬三三三三� 
保有していないが、具体的に保有の予定がある


保有していないが、保有の要望はある
d

1

4 
lJ寸王子三二三11ヨ保有していないし、今後も必要だい

今

ι
内 

② PHS(簡易型機帯電話) 

1 
; i!(c 1f~-C，'0一一一一一一-7Eこし� J 

: :日:2::ぷ口::Zロ山;t
 三山:ロ山tU:2t
E4. 保呆有してし、ないし、今後も必必、要ない '-一一『一一一一島一一一一一一一 一一一一4 

③白動車電話

保有していゐ よ三七三百1-E「十

li保有してしなし� 

::1::;;i;2註出:Z口:::;E::::;討剖杭副町〈九リ怯乙之~凶:言昌詰� JE ; 

J 保有していないか、保有の要望はある 一日目〔 I{)I:')刊する人」じっ記入はス要で寸。〕

4 竺じてい?いし、今後も必要ない

④無線呼出�  IJ(ポケベル)

⑤ファクシミリ

山」

 十片ゴ


nt 保有していないか、具体的に保有の予定がある 一一
「使用する人」の記入は不要です。」っ 保有していないが、保有の妥望はあるl
u
j 保有していないし、今後も.2要ない� 」

⑥ワープ口

，:(園"¥〆.、

つ
ム
内
べ 

己1=ft「主
 fKi2.

.-・開問幅町宮--曲目-_.司-_.巴」問山..，.幽~~'''~噌-~~-~司鴫'副官悼ム口巴副-守町よ保有していないが、具体自ちに保守ゆ予定がある

u

f

保有してい江いが、保有の要望はある L__j使用する人人

斗斗」千一ι千一ユ」
ι保有している一一一 ど:ti!e

保有していないし、� !.r，t去ら必要ない崎町



⑦	 If、ノコツ

「ア:七十六7 竺三f-11(壬ζヰ土=コ三� 

l:iililt-iiiiiii:一
⑨携帯情報端末(P0 A とら呼 1~:n1，、製品の伊j とじては、シャープ「ザウルス J 、カシオ� i8 r:.S. rJなどがあリます。)� 

γ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---， --rーアー十一 :1

2 〓� 
3 保有していないが、保有の要望はある� l. 使用する人=ーιJ

保有していないし、今後も必要ない4. 

「一一←-

すベ工の端末で利用しτいる� 

2 一部の端末で利用している� 

3 利用していない 一 一 」

問4 rパソコン通信の利用状況Jについてお尋ねします。� 

(1) 	 貴事業所では、� iNIFTY-ServeJ、� iPC-VAN 、� iASAHIれりといったパソコン遜信サービスを利用しておられますかり 


該当する番号にG印を付けて下さい。


l
l
n
/
'

4

U

4

A

句

畑

町 

サ

利用している

利用していないが、具体的に利用の予定がある� i 

利用していないが、利用の要望はある ト

利用し亡いないし、今後も必要ない

一一一一一一一J 

(2) 貴事業所では、パソコンi遺骨サービヌを何台のパソコン・ウープロで手:jffiしでおら九ますか。また、そのパソコン。フー

、。L使用しておられますか。それぞれ数字で記入して下さI|プロを何人の人で 

(仁三三三三十十〔寸ご1ぅ;ZTJ寸十� iAl 
1 い一一一骨一世一一一一平一一ム一一ー一一一F 富山」一一」ー『一---'� L一一一一一金一一一ム一一一司一一一一一u一一一一一i


、
V 

(3) 賞事業所では、パソコン通信サービスをどのくらいの頻度で軍IJf脅されていますか。該当する番号にO叩を付けて下さい。

'0 1" 立、平均でお答え下さlなお、複殺端末?ご利用(})j;毒合� 

2 週;こ� 3目以� J二� 4 月に� 2回以と� 

--一一一一一一一可申---~~-薗』一“一一一一一一時叩干宇司回一一司町田島即時沼田一一一一昨一-~^~~一四一一一一←.."----

(4) 	 パソコン通信サーピλを何 iこ軍Ij)弔し℃いますか。該当する番号にOEfJを付けて下さ C¥0 これからパソコンi忌{言を利用主

れる事業所!;t、� 7定、希望としてお答え下さL、。〉� 

1 :*:oA戸メr;，コプ紅社ι-
2 社外の人とのメ一ル送受イ信言	 9 アンケ一ト調査� i 
3 

l
4 

65

向品や催iit物の沼グ介-¥、宣(泳云出� 

社対吋の常←子掲示11 板反

ji]j守販売(オンラインショッピング)一日

10叩，

什11

は12

クイズや煩宜宜')勾J実』泊白� 

イン夕一ネツドへの接続� 

その他の用途一一

7 フi)ーウェア等のソフトウェアの入手	 〔具体的に� 

(復数回答可能)

i 

! 

i|

i 



問� 5 Iインタ吋ネッ� Lの利用状;}lJについでお弓ねします。

貴事業所では、インターネットを利用されていますか。該当する番号にO印を付けて下さいロ� 

[ 十一平[j用� :J 1 
2 利用していないが、具体的!ご利用の予定があ忍� i 
3 利用していないが、利用の望豆はdろえる� ! 
4 利用していないし、関心も低い� ! 

L 5，インターネッケて知山

問� 6 ['通信手段の選択状況j rとついでお尋ねし:':i:す。

貢事業所でi::J:、取引先や顧客(公務の場合id:住民など)との闘の情報伝達{乙、どのような通信手段を利用されていますか。

日) まず ①~③!こ示した業務を資事業所が「行っている」か「行っていない」か、どちりかにOi:りを付uて下さい。� 

(2) 次に、(1)で「行っている� JIこ OEPを付けた業務は、現在、どのような通信手段を利用して行われていますか。 A~

ミのうちで該当ずるものにO印を付じて下さい。� 

(3) 	 最後に、� (1)て・「行っている」にO印を付けた業務では、貴事業所の今後の方針(希望でも結構です。)として、どの

、。LさTそ付けてOED~-，)のうちで該当す「る番号にF通信手段の刷用を最も積極的伝送めたいとお考えですか。

間� 7 通信サービスの利用料金額についてお尋ねします。� 

(1) 	 i通信サービスの利馬料金」についてお尋ねします。

貴事業所で'1誌、①~⑤に掲げた園内の通信サービスについて、量瓦1一色且盟{こ総額でいくら料金をお支払L¥になりまし

たかロ王E皇i主で数字で記入してください。

なお、金額がニι円未満(J)場合や支払いがなかった場合1呂、こ'iiil3'l!と'も千円の位の滑に「口」と記入してください。� 

① 郵便料金目封書、はがき、郵便小包の利用(差出〉料金で、速達、書留などの特殊取扱料金を含む口� 

② 民間宅配便料金一ヤマ卜運輸の宅急使、白本通運のペ� 1jカン使、ベイク� 1更などの利用(差出)料金� 

HL午ムムJ」:凡Jl



3) 電話料金� )10入電片ClJ)，1;本料金と illi活料金そ台iぶしたらむ!J 

円
引
�
 μ

じJ士長二il
ヨ f~勤電話料金ー ιt信電"昔、自動車窓語、 P H S (簡易型携得i弘司)の基万料金と通話料金を合算し� Jもので宅向

や数か月分を主とめて文弘つでいる場今{士、上か月分に換算〕たもの。

じよ-L-fJ
⑤ 	 無線呼出し(ポケベル)料金 徳線!呼出し〔ポケベル〉の使用料金で、年払いや数か月分をまとめて支払って"'る場合

:立、 lか月分に換算したもの。� 

ι工;こJ 
(2) 貴事業所で託、①~(忌!こ混ずた国際通信サーピス Il_ついて、遺一色且lこし、 ら料金を支?ムL、ましたが� 王E呈4立で白数J

字で記入して〈ださい。

なお、金額が千円未満の場合や支払いがなかった場合(立、こ面倒でiも千円の位の檎に� i0 Jと記入してください。

庁、� 扱料金を~むrzどの特殊IfTfはがき、脅便小包の利用(差出)料金ア事、速達、警智国諜郵便料金・ー封書ν.. 

巳ゴプー竺三J
(2) 国間禁宅配便料金� 弓ヤマ� L、運輸、日不通運などの直村会社やフェデラjレニグスプレス"，海外の会(J:が行う[翠際宅配a

使ヶーピ、スの軍J用〆差出)料金l

ロ士三一二]� 
f'i 国際EL話料金 -国際電話の通話トコ金払ノ

亡 二百�  

最後!こ、:毒事業主?の概要につい お尋ねしますコ

賞事業所の年間売上高(本)はどのくらいですか。百万円単位で数字で記入してくださ� L¥o

(兆円〉 ぐ億円)� 
注〔本):元よ高は、ヰ瓜 ij，手度(平 ji~ 7年� 4月かる平成� 8年;))=J;t 

での� l年間)の売上高(営業外収入は含めなG'0 を記入して

tlUI三三7 くだき~，。この期間の記人が困難な場合には、最も近接し

た決算前 1年聞の金額を記入してください。

なも¥ 「金融業ーは預金武尚、 「保険業」以契約残高を

記入してください。また、売上高のない「公務」、 「非営

、。Lと記入レて〈ださCjも~P面倒でζ不し事業所」は、 

L
r
H

2主事業所の今:手度(平成百年度〕の売上高は、た'前年宣同期比で増えていま� rか、減つぐいますか。 該当する番号;こ

、
�
 

を付Itて下さい。

3印を付けて下さいO(こ 4 J [' 	事業所」は、IJ「非営手なお、売上高のない「公務」、

一一一一「
l
i
 

司
�
 l? ほほ間二	 減った 該自� J

 

③質問l立よで。す。こヨ似てI も同返信用封筒にてこi!R送 にさい η{;j; 子 :~t 貼らむ: て活情ですυ

ご協力有り賄うございました。

2 


	目次

	郵　便
	情報通信関連機器
	パソコン通信
	インターネットの利用状況
	通信手段の選択
	事業所における利用料金
	調査票




